
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

授業について～その２～ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    
まごころ通信第26号で私の授業に対する思いを

語らせていただきました。社会力の育成、関わる力

の育成を軸に教育活動を推進する上で最も大切な授

業について、その重点を３点記しました。 

 

 

 

 

 

ここでは、1点目の個（子ども達一人ひとり）と

学習対象との関わりについて触れたいと思います。 

以前、国語の教科書に「一秒が一年をこわす」と

いう伊東和明先生の書かれた教材がありました。地

球が46億年かけて創った自然環境をわずか１秒で

壊してしまっているという内容です。46億年を１年

に例えると、産業革命以降の約200年は１秒にあた

ります。この200年で便利で快適な生活を得た人類

は、二酸化炭素の排出量を増やし、オゾン層を破壊

し温暖化が進行するなど、さまざまな環境問題を引

き起こしてきました。このままでいくと必ず自然か

らのしっぺ返しがくるという警告です。昨今散見さ

れる異常気象はすでにそうなっていることを意味し

ています。 

国語科では、文章の内容を読み取り構成を理解

し、作者の思いや主題をしっかりと理解することが

目標です。そして、学習のまとめでは定着を図るた

めのテストで理解度を見ます。学習内容を理解し良

い点を取ることは重要です。しかし、本当に大切な

ことは子ども達一人ひとりが学んだことを自分の生

活の中にどう取り入れ、どう生かしていくかという

ことです。 

私達は地球上で自然環境と社会環境の中で生活し

ています。生物の中で人間が社会環境を創り、他の

生物より豊かな生活をしているのですが、自然環境

を壊して良いはずがありません。自然環境を守り維

持し、その中で豊かな人間社会を築くことが必須で

す。子ども達には１時間の授業、１単元の授業とい

う捉えではなく、この学びが生き方とどう関わり、

自分はどうすれば良いか、どう生きれば良いのか考

え、実践することこそ重要だと私は考えます。ま

た、そういう学習をデザインすることが教師の役目

だと思っています。 

社会力とは、充実した人生とより良い地域社会を

創る力ですが、大人になって使う力ではありませ

ん。今この瞬間も子ども達は子ども達なりに充実し

た人生を送り、より良い地域社会を創ることが重要

です。社会力は、今使う力で年齢を重ねるとともに

高まって（高めて）いく力です。 

子ども達が育むべき力は社会力、生き方を学ぶこ

とこそ本当の価値であり、日々の授業はそうあって

ほしいと願っています。 
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小田原市教育委員会教育長 
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① 個（子ども達一人ひとり）と学習対象との関わり 

② 個と個、子ども達同士の関わり（学び合い） 

③ 子どもと教師との関わり 



２月２日（月）に「環境負荷低減に配慮した米」の給食試食会を大窪小学校で実施。

昨年度に引き続き、地元産農産物の振興と食育の推進を目的に、市内小学校において、小田原産の「環境負荷低減

に配慮した米」の給食提供を令和８年２月から開始しました。

本事業は、自校炊飯校を実施している２校（曽我小学校・片浦小学校）と今年度から新たに自校炊飯が可能となった

大窪小学校を加えた３校を対象に実施しています。

実施期間は、２月２日（月）から５月頃までとなります。

小田原市と姉妹都市である日光市の特産である「ゆば」を使った「姉妹給食」を２月の給食で実施しました。

また、日光市では、今年の給食週間に「かまぼこ入りおかめうどん」を市内全校で提供しました。

日光市へは例年、小学校6年生が修学旅行で訪れています。

ゆばのすまし汁
日光ゆばうどん

日光ゆば丼

給食で提供したメニューを紹介！

おだわらっ子の約束
みんな守ってるかな？

★自校炊飯校で環境負荷低減に配慮した米を提供！

★日光市との姉妹給食を実施！

おかわり
する人は
並んでね！

たくさん食べて
くれるとうれしいね！

農家さんが
心をこめて
作ったお米は、
美味しいね。

教育長も
給食を一緒に
頂きました！

当日の献立
牛乳 ごはん（環境負荷低減に配慮した米）
白身魚の香味ソースかけ
もやしのごま炒め さつま汁


